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私たち四人は、日吉歯科に２０年以上勤務し、衛生士業務をしております。 
今回は、長期メインテナンス症例の中から、院内勉強会で発表した症例を、１症例ずつ発

表させて頂きたいと思います。 

長く患者さんを担当する事で、患者さんとの信頼関係が築かれ、やりがいが生まれ、衛生

士の仕事は、より楽しいものとなります。また、メインテナンスに通い続ける患者さんの

データを、こつこつ積み重ねて来た結果からは様々な事が、解ってきます。 

今回の発表を通し、同じ医院に長く勤めて、長く一人の患者さんを担当することの意義を

確認できたら、と考えております。 
そして、今後私たちのように、長く衛生士を続ける方々が増えてくる事を期待したいと思

います。 


